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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 事故ゼロを目標とします。

２ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

３ ． 事業所や車両の省資源及び省エネルギーに努めます。

４ ． 自社の廃棄物の削減や受託廃棄物の適正分別を推奨しリサイクルの推進に努めます。

５ ． 安全、安心なサービスの提供により地域の環境維持に努めます。

６ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

7 ． 水使用量の削減に努めます。

8 ． グリーン商品購入の推進に努めます。

（１）

　 株式会社ジャパン・クリーン・サービス

代表取締役社長

環境経営方針

制定日： 2018年4月1日

　近年の気候変動による環境問題が社会経済に極めて深刻な影響を与えています。当社は「豊かな地
球環境をクリエイト」をモットーに様々な課題やチャンスを考慮して企業経営を行い、環境経営を推進し
ます。それを実現するためエコアクション21を通じ、資源の有効活用と、環境に配慮した事業活動を行
い、地球環境の保全に取り組み、人や組織を育てることで成長して行き継続的に社会的責任を果たし
ていくそんな企業を目指しています。

　当社は、地球環境問題を経営上の重要課題の一つと位置付け、本業である廃棄物の収集運搬を
通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　安全で安心していただけるサービスを効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供することが当
社の一番の環境対策と考え、従業員一丸となって継続的に事業活動に取り組んでまいります。

代表者の写真

をいれるとよ

い



□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社ジャパン・クリーン・サービス
代表取締役社長　溝脇　弘行

（２） 所在地
本　　　社 奈良県桜井市大字初瀬1530番地
大阪支店 大阪府大阪市中央区安土町2丁目3番13号
大阪国際ビル駐車場 大阪府大阪市中央区安土町2丁目3番13号
南恩加島事業所兼駐車場 大阪府大阪市大正区南恩加島5丁目7番7号の内
中之島センタービル駐車場 大阪府大阪市北区中之島6丁目2番27号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 営業管理部　 伊藤　健二　　 TEL：０６－６２７１－８１４６
担当者 環境事務局　　 小林　佳江子

（４） 事業内容
一般廃棄物、産業廃棄物、特別管理産業廃棄物の収集運搬業

（５） 事業の規模
法人設立 平成２年１月８日
資本金 万円
売上高 千円

名 名 名

㎡ ㎡ ㎡ ㎡
受託した廃棄物の収集運搬量

ｔ
t t t

4ｔパッカー車 台
3.5ｔパッカー車 台

台
2ｔパッカー車 台
2ｔダンプ車 台
2ｔ箱車 台
軽車両 台
乗用車 台

合計 台

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社ジャパン・クリーン・サービス

対象事業所： 本社、大阪支店、南恩加島事業所兼駐車場
大阪国際ビル駐車場、中之島センタービル駐車場

活動： 一般廃棄物、産業廃棄物、特別管理産業廃棄物の収集運搬業

□事業の紹介
種類：　1）一般廃棄物収集運搬
　　　　2）産業廃棄物収集運搬
　　　　3）特別管理産業廃棄物収集運搬（感染性産業廃棄物）
　　　　4）機密文書類等収集運搬
　　　　5）リサイクル品の収集運搬

（２）

2,000
383,760

本社 大阪支店 南恩加島事業所 中之島センタービル駐車場

従業員　　　　　 10

1 12月に天然ガス車は故障のため廃車し、軽油使用車を導入

4
3ｔパッカー車

2
2

7

1

一般廃棄物 3,939 産業廃棄物 627 特別管理産業廃棄物 303

1
15

車種 台数 備　　考
3

延べ床面積　　　 118.3 388.97 25.92

2019年11月30日

登記簿登録のみ 2

収集運搬量合計 4,869

1



□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ

ラ

ス

・

コ

ン

ク

リ
ー

ト

・

陶

器

く

ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
無 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
無 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
無 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　　特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

感
染
性
産
業
廃
棄
物

無 ●
無 ●
無 ●
無 ●

（３）

廃棄物の種類

廃棄物の種類

令和5年2月11日

京都市

許可区域 許可番号 許可年月日

大阪府 02700026202 平成27年8月14日

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

奈良県 02953026202
兵庫県 02852026202

06551026202 平成30年8月12日 令和5年8月11日

大阪市

積
替
保
管

平成30年2月6日 令和5年2月5日

令和5年2月5日

奈良県 02903026202 平成27年8月1日 令和7年7月31日

許可区域 許可番号 許可年月日

011000 平成30年4月1日

令和7年8月13日

兵庫県

積
替
保
管

平成30年2月12日

平成28年2月1日 令和8年1月31日

大阪府 02750026202 平成30年4月25日 令和5年4月24日

備　　　考

02802026202 平成30年2月6日

許可有効年月日

令和6年3月31日

京都市 06501026202

許可有効年月日



□廃棄物処理フロー

一般廃棄物 計量 選別作業 減容処理
　　収集運搬 （社外処理） （社外処理）

選別作業 減容処理 有価物
（・・・・） （社外処理） （社外処理） （社外処理）

選別作業 減容処理
（社外処理） （社外処理）

不適物最終処分
（社外処理）

行政
引渡し 計量 行政にて処分

（社外処理）

産業廃棄物 中間処理 不適物最終処分
　　収集運搬 （社外処理） （社外処理）

有価物
（社外処理）

中間処理 不適物最終処分
　　収集運搬 （社外処理） （社外処理）

当社の事業範囲 有価物
（社外処理）

（４）

特別管理産業廃棄物

（プラ類）

（ビン類）



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

（認証登録範囲） 代表者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
（５）

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境管理責任者を任命

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境事務局

役割・責任・権限

環境事務局

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

環境委員会

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

部門長
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

環境委員会

2017年9月17日

・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標、環境経営計画書を確認

環境管理責任者

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境活動の実績集計
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

 環境管理責任者

・環境経営レポートの確認

・環境経営に関する統括責任

・環境経営方針の策定・見直し

小林佳江子

伊藤健二

社長　溝脇弘行

(定例会議)

事務部門

花畑真弓

営業部門

星住俊也

収集運搬部門

久保成一郎



□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

トン

㎏

㎏
㎏
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力会社の調整後係数2017年度実績

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

✕

✕
〇

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄
・パソコン、コピー機等の省エネ設定
・残業時の照明は必要分のみとする

2017年

2021年

（６）

総排水量 19 26

184,785 176,857 175,009

・残業時等不必要な照明は消灯する

6月 1月

355
356

2月

○
・業務終了後、休日はパソコンの主電源は切る

12月

○

318339
317337 330 300

○
数値目標 〇 営業時間後の一部消灯が守られ残業も少なくなってきているのが

良かった。次年度も同様の取り組みを継続することとする。

423
3月

326

5月
338 329

達成状況

・OA機器は省電力設定にする

378
336

4月
362

環境に配慮した収集運搬
行動目標（次項による）

250 294

4,845

　一般廃棄物排出量

○

受託収集運搬量

743

11月9月

97% 96%

2023年

（目標）

295

330

1,684

96%

400 448 448

332

29

・両面印刷等集約機能を使用する ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

307

10月8月7月

300 303
317

（目標）

評
価

288

358
378

329

・ミスプリントの防止（前確認及び使用後の設定リセット等）

% －受託廃棄物のリサイクル
率の向上

96%

30 29 29㎥

295

2017年 98%

水道水の削減

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

一般廃棄物（焼却量）の
削減

29

181,317

34%

184,905 131,509 183,019
97%

kg 300

179,448

98%

96%基準年度比

294
基準年度比

2017年 98% 97% 97%

基準年度比

93%基準年度比

33% 35%

181,132

36%

291

29

自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 186,925 183,186 173,365

項　目 2019年 2020年 2021年

二酸化炭素総排出量

1,331 4,869

188,679

2017年 98%

742

（基準年) （目標） （実績）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

　産業廃棄物排出量

2021年 2022年

廃棄物排出量

1,754 1,719 1,644 1,702電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2

2017年 98%

上段：
基準値

650

0.418

通期

94% 97%

0

200

400

600

電力（kWh） 2017年 2021年



自動車燃料による二酸化炭素削減

・作業運転日誌
・日常点検記録表
・ドライブレコーダー
・収集運搬作業手順書
・車両使用管理手順書
・緊急事態対応手順書
・収集先一覧表
・休日収集先一覧表
・集計表
・休日集計表

2017年

2021年

取組紹介欄
・作業運転日誌
・日常点検記録表
・ドライブレコーダー
・収集運搬作業手順書
・車両使用管理手順書
・緊急事態対応手順書
・収集先一覧表
・休日収集先一覧表
・集計表
・休日集計表

2017年

2021年

取組紹介欄
・作業運転日誌
・日常点検記録表
・ドライブレコーダー
・収集運搬作業手順書
・車両使用管理手順書
・緊急事態対応手順書
・収集先一覧表
・休日収集先一覧表
・集計表
・休日集計表

2017年

2021年

（７）

544
5月 6月

○

158

7月

147
135

80

8月 9月 1月

0 0

2月

494

11月 12月10月4月

・効率的なルートで収集

0454 513 465 523 0 00
528 489

3月

取組結果とその評価、次年度の取組内容
ガソリンと軽油の使用量が減っている分がCO2の削減につながっている。個々の
エコドライブ意識の向上も要因といえる。
次年度も同様の取り組みを継続することとする。また、新規車両の導入計画も進
めることとする。

5,643
12月

5,726

113 124

4,826

取組紹介欄

118 152 181 178

9月 10月 11月 12月

152

5,109

8月

4,920 4,777 5,050 5,155

546

143 155

5,616

570

171 192

5,240
5月 6月 7月 2月

148

520
222

数値目標 〇

3月

・タイヤの空気圧点検
○

・ドライブレコーダー設置による安全運転の意識向上 ○

179
149 148 227

9月 10月 11月

5,918

1月

5,855
4,860 5,226 4,543

149
111

5,284

562560

1月 2月

達成状況

424 574

5,303 5,437 5,208
4月

579

4月 5月 6月 7月 8月

110
198

508

3月

4,9455,1355,028 5,098 4,875

0

200

400

600

800
CNG（Kｇ） 2017年 2021年

0

100

200

300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

ガソリン（L） 2017年 2021年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

軽油（L） 2017年 2021年



一般廃棄物（焼却量）の削減

・事務所内に分別スペースを確保する。

2017年

2021年

受託廃棄物のリサイクル率の向上

取組紹介欄
・事業系ごみ適正処理の説明活動
・残置ごみのお知らせ用紙の活用

水道水の削減

取組紹介欄
・高圧洗浄機の使用による節水

2017年

2021年

（８）

2525

3
8月
23 3 2

6月 7月

1月

3

使用量が少ないのは良いことですが必要な洗車は行ってもらいた
いと思います。

9月 10月
2 2

1月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

○
・高圧洗浄機使用による節水を行う

・リサイクル先の開拓

4月 5月

○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

24
25

3月
25

25

数値目標 ×
取組結果とその評価、次年度の取組内容

2月

11月
25
25 24

25 25 25
10月

25

2月

ペーパーレス化を推進し管理の見直しを行っていく。
次年度も同様の取り組みを継続することとする。

△
・コピー機、プリンターのトナーカートリッジのリサイクル化 ○

6月4月 5月
25

2 3 2 2 3

25 24 24 24 25

・分別の徹底（分別回収BOXの設置） ○
・シュレッダー利用を重要文書に限定

3

数値目標 〇

・選別の徹底

2 3

25
25

数値目標 ✕

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

達成状況

25 25
25

・3Ｓ（整理・整頓・清掃）活動を実施している △

12月

・排出先の分別徹底の依頼 ○

2

11月 12月 3月

3 2 2

△

7月 8月 9月

取組紹介欄

○

3
3 2 2

達成状況

目標値34％には1.5％届きませんでしたが4月、12月、3月は達成
している月もありました。環境省が2021年3月に発表された令和元
年（2019年）の再生利用率は19.6％で大阪府は13.1％で全国45位
とのことです。世界的にみるとOECD加盟国35か国中日本は下か
ら5番目で焼却とエネルギー回収率は71％でダントツの1位とのこ
と。焼却が多いということなのです。当社で出来ることは分別の推
奨ですので次年度も積極的に取り組んでいきたいと思います。
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グリーン購入の推進

取組紹介欄

環境に配慮した収集運搬

取組紹介欄
・エコドライブの推進
・全国交通安全運動の推進
・ドライブレコーダーの設置
・車両点検、整備
・車両清掃

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

遵守評価日：2022年5月10日

（９）

△
・収集作業後の清掃 ○

大阪府条例

・有害性の少ない資材の購入 ○

達成状況

排気ガス規制に適合した自動車の使用自動車ＮＯｘ・ＰＭ法

当社の第一目標である「事故ゼロ」を継続するためアルコール
チェッカーの導入も行います。次年度も同様の取り組みを継続す
ることとする。

○

・事故防止及び事故発生時の対応手順書の ○

車両の大きさ・重量、通行制限

グリーン商品の使用は継続しますが要求事項に無いため2022年
度からは計画から外します。

道路交通法

道路法

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

・車両の清掃/点検・整備 ○

使用済自動車の適正廃棄及び処理

・事務用品グリーン購入比率向上

特定家電4品目（テレビ、冷蔵庫、エアコン、洗濯機等）の処理

車両の大きさ・重量、乗車の保安基準

流入車規制に適合した自動車の使用

自動車リサイクル法

適用される法規制

・収集漏れの削減/収集時刻の安定

○

数値目標 ×

・省エネ性能の高い電気製品の購入

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物

家電リサイクル法

○
・燃費のよい自動車の採用

道路運送車両法
車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等

△・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目で実施）

取組結果とその評価、次年度の取組内容



□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 車両操作及び注意点と構造について
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：日常点検の講習

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

（１０）

南恩加島駐車場
社長、茨木、森、三木、岡川、太田、増井、　好川、池田、
島、平井、久保、星住、加生、伊藤　（15名）

2021年10月19日（火）14：30～15：30

現場作業の事故防止や安全・安心作業につながる有効な時間となった。



□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介
・事業所周辺の清掃活動 ・安全運転講習

・消防訓練の参加

　コロナウイルス感染症対策により教養型訓練を実施する。（大阪市ホームページより動画視聴による訓練を行う。）

□編集後記

（１１）

新型コロナウイルス感染症対や世界情勢の不安などから様々なものの値段が上がり特に当社では燃料の高騰が大
きく影響を受けています。改めてルールを守り、事故ゼロ、安全・安心なサービスを提供していただき効率よく業務の
遂行をお願いします。

2022年5月20日

次年度も資源の節約、安全安心な事業活動の継続を心掛け一つ一つの取り組みの

意識を向上させましょう。

教育計画についてはコロナ感染症対策で5月の計画が11月になりましたが今後は

11月に実施するようにします。

緊急事態対応訓練、交通安全研修、一般廃棄物従事者講習会も実施される。

消防訓練も教養型で2回実施し防災知識が確認できたと思います。

二酸化炭素の削減については以下の通りでした。

　目標値：184,630㎏-CO2

　実績値：175,009㎏-CO2

　差異　 ：▲9,621㎏-CO2

　対比 　：　　94.8％

各自の取り組み努力の積み重ねの結果となりました。


